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平成 31年度

神戸大学大学院工学研究科博士課程前期課程

機械工学専攻入学試験問題

科目名:材料力学 [ 1 12] 

(問題[1]，[2]は別々の答案用紙に回答すること.) 

図 1・1に示すように直径 d[mm]の丸棒が x軸と平行となるように左端が固定されている.

丸棒の固定端の，丸棒断面の中心が原点となるように xyz座標系を定める.右端には丸棒の

直径と比較して幅と厚さが十分小さい剛体板がz軸と平行で，剛体板の長手方向の中心が丸

棒の中心軸と一致するように接合されている.剛体板の各先端にy軸方向に平行な P[N]お

よび 0.2P[N]の大きさの集中外力がそれぞれ作用しており，丸棒の先端には x軸方向に大き

さ5P[N]の引張集中外力が作用している.円周率を π とし，与えられた記号のみを用いて，

以下の各問いに答えなさい.解答は解答用紙の右側欄の所定の場所に記述し，左側空欄に導

出過程を記述すること.

(1)丸棒先端に作用する引張集中外力により，丸棒断面 (x軸に垂直な断面)に作用する引張

応力を求めなさい.

(2)剛体板の先端に作用する集中外力により，丸棒固定端の表面上の点 A ((x，y， z)=(O， -d/2， 

0)の位置)に作用する曲げ応力を求めなさい.

(3) A点と，z軸について対称な丸棒固定端の表面上の点 A'を図 1・1のよラにとる.A-A'線

上における，x軸方向の応力成分σxの応力分布を図示しなさい.応力分布図の特徴が分

かるように必要な値を記述すること.

(4)剛体板の先端に作用する集中外力によるトルクによ.って生じる，点、 Aに作用するせん断

応力を求めなさい.

(5)丸棒には軸力，曲げ，およびねじりが同時に作用する状態にある.丸棒の材料の許容せ

ん断応力を1:al[MPa]とするとき，軸の直径の二乗dが満たすべき条件式を求めなさい.
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(問題 [lJ，[2Jは，別々の答案用紙に解答すること.) 

図2・1に示すように，点 Aにおいて固定支持された，はり ABのAC聞に，線

形的に変化する分布外力(点 Aにおける値を qoとする)が作用している.以下

の問いに答えなさい.ただし，はりの曲げ剛性を EIとする.
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図 2-1

(1) AC聞に作用する分布外力 q(x)を，点 Aからの距離xを用いて表しなさい.

(2) 点Aにおける支持力 RAおよび支持モーメント Mιを求めなさい.(図 2・1に

定義された方向を正として解答すること)

(3) AC聞に作用するせん断力 FACおよび曲げモーメント MAC，CB聞に作用す

るせん断力 FCBおよび曲げモーメント MCB を求めなさい.

(4) AC聞のたわみ角8ACおよびたわみ VACを，xを用いて表しなさい.

(5) 点 Cにおけるたわみ VC，たわみ角8cを求めなさい.

(6) CB聞のたわみ角8CBおよびたわみ VCBを，xを用いて表しなさい.

(7) 点Bのたわみ VBlを求めなさい.

次に図 2・2に示すように，同じはりを点 Bにおいてパネ定数 kの二つのパネ

で支持して，同じ分布外力を作用させたところ，点 Bの鉛直下向き変位はOBに

なった.以下の聞いに答えなさい.
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図 2-2 図2・3

(8) ふたつのパネによる点 Bの支持力を，上向きに作用する集中外力 Pで表す

とき，Pを点Bの鉛直下向き変位OBおよびパネ定数kを用いて表しなさい.

(9) 図 2-3に示すように，はり ABの点 Bに，上向きの集中外力 Pのみが作用

する時の点Bのたわみ VB2を求めなさい.

(10)小間(7)，(8)および(9)の答えを利用して，点 Bの変位OBを求めなさい.


